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１．はじめに 

 

イランは，アラビアプレート，ユーラシアプレート

が衝突するプレート境界に位置し，世界でも有数の地

震大国である．また，家屋の構造がアドビ・レンガ・

石構造と脆弱なことも加わり被害が拡大しやすい地域

である．そのイランには数多くの世界遺産が存在し，

地震が発生するごとに崩壊の危険性があるとされてい

る．本研究では，イランの北西部，東アゼルバイジャ

ン州の都市ジョルファに位置する「聖ステファノス修

道院」を対象とし，イランの世界遺産を地震から保護

する研究の資するために，強震動の推定を行っていく． 

 

２．聖ステファノス修道院について 1) 

 

本研究の対象構造物となるのは，世界遺産として登

録されている「聖ステファノス修道院」である．ジョ

ルファの北西約 15 ㎞に位置する修道院である．2008

年に，聖タデウス修道院とともに，「イランのアルメニ

ア人修道院建造物群」の 1 つとして， UNESCO の世

界遺産に登録された．アラス川の河畔に修道院は位置

しており，渓谷に沿う形で建設された．9 世紀の建設

とされ，現在残る遺構は複数回発生した地震の後に再

建されたものである．（図-１） 

 

図-１ 聖ステファノス修道院 

３．対象地域の断層 2)
 

 

 イランでは地震が毎年のように発生しており，国土

全体に多くの断層がひしめき合っている．イランの大

半の断層は横ずれ断層となっている．本研究の対象と

する断層は，図-２に示すように聖ステファノス修道院

に近傍に位置し，イランでも地震発生の危険性の高い

断層とされているNorth Tabriz Fault（以下NTF）であ

る．2012年にNTFより 40～45㎞北北西に位置する

AharでMw6.5，6.3の地震が発生している．また，こ

の断層帯は多くの研究者によって研究されておりマグ

ニチュード 7.0の地震が発生するとされている． 

 

４．断層パラメータの設定と断層のモデル化 

 

 断層パラメータの設定に関しては，入倉らの行った

「強震動予測レシピ」3)を基に作成した．断層破壊の

総面積およびアスペリティの総面積は地震モーメント

に関して一定のスケーリング則で位置づけられており，

断層パラメータに関して大別すると 2つのスケーリン

グ則で表される．特性化震源モデルの設定では，断層

全体の形状や規模を示す巨視的震源特性と，主として

震源断層の不均質性を示す微視的震源特性を設定 

する．本研究では，図-３のように，4ケースを設定し，

CASE2に関して，アスペリティモデルを図-４のよう

に仮定した．

 

図-２ North Tabriz Fault（NTF） 
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５．強震動予測手法 

 

地震動を作成する際に考慮する特性として，一般的

に震源特性と伝播経路特性と地盤増幅特性の特性があ

る．ここで，伝播経路特性に関しては，鶴来らの既往

の研究 4)を利用する．また，本研究では，統計的グリ

ーン関数法を用いてNTFから対象地点までの強震動

の予測を行う．今回は CASE2の破壊開始点 R2，R3

の推定結果を図-５として示す． 

 

６．まとめ 

 

 司・翠川の距離減衰式 4)（最短震源距離 54㎞，断層

深さ 17㎞，Mw6.6）では最大加速度 80gal程度を示し

た．CASE2の推定結果と比較したところ，ある程度一

致している．今後は残りの CASEの解析を進めるとと

もに，アスペリティモデルの公開されている結果を基

に地震波形の精査を行う．  
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図-３ North Tabriz Fault（NTF）のモデル化 

 

図-４ アスペリティの設定（CASE2） 

 

図-５ CASE2の推定結果（破壊開始点 左：R2 右：R3） 
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